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富士フイルムの医療AIブランドREiLIを活用した胸部領域における画像診断支援
三浦 佳祐　富士フイルム株式会社　メディカルシステム事業部

胸部領域の画像診断最前線

　現在、AI（Artificial Intelligence）の分野は、ディープラーニング（深層学習）の登場により、飛躍的に発展している。そ
の結果、様々な産業においてAI技術の活用が検討されている。医療業界においても同様であり、中でも画像診断の分野
においては、画像診断機器の高精度化、多様化に伴い画像診断医の読影量が増加しているため、画像診断医に対する効
率的な画像診断支援の解決策として、AI技術への期待が高まっている。

　当社は医師の画像診断を支援すべく、CR（Computed Radiography）に始まり、医用画像情報システム（PACS）およ
び3Dワークステーションなど、様々な画像診断装置・システムに画像処理技術お
よび画像認識技術を搭載してきた。これらの技術に最新のAI技術を組み合わせ
ることで、従来よりも高いレベルの診断支援を実現することが期待できるため、
AI技術を活用した装置・システム開発を進めている。

　本セミナーでは、当社のAI技術「REiLI（レイリ）」*1の取り組みに関して、これま
で開発された様々な機能と最新の取り組みを中心に紹介致します。

胸腺の画像診断
山田 大輔　聖路加国際病院　放射線科

　胸腺は、加齢から病的な原因まで、さまざまな理由で変化する臓器である。画像診断上、ときに良性の変化と腫瘍性の
変化を区別することは困難である。一方で、胸腺腫瘍の多くは発見されても無症状のことが多く、病理組織学的診断も
一筋縄ではいかないため、胸腺病変の評価において画像診断は非常に重要な役割を担っている。また、2021年4月にほ
ぼ5年ぶりにWHOによる胸部腫瘍分類の改定がなされた。胸腺腫瘍の枠組みに大きな変更はないが、microscopic 
thymomaやsclerosing thymomaといった疾患が削除・整理された点や、構成成分の表記方法の改定といった点が新
たな改定ポイントである。これらの改定は、直接的に従来の画像診断の手法に大きな変更をもたらすものではないが、病
理診断と画像所見の対比のためには知っておくべき知識が多く含まれている。

　本講演では、胸腺疾患の画像診断を基本から学
んでいく事を目的とした。胸腺の基本的な機能や
その起源についての解説、そして縦隔腫瘍の局在
を論ずる際の基本である縦隔の区分についてまず
述べる。その後、胸腺の年齢による変化を含めた正
常の画像所見、良性病変から悪性新生物までとい
った、多岐にわたる胸腺の基本的な画像スペクトラ
ムを、最新のWHO胸部腫瘍分類の改定項目も交
えながら、紹介していく。

AIプラットフォーム SYNAPSE SAI viewer

*1  「REiLI」は、ヒトとAIの共創、AIとAIの共創によって医療従事者に新たな価値を提供する富士フイルムのAI技術ブランドです。
　　富士フイルムがこれまで培ってきた画像処理技術と、AIを組み合わせることで、画像診断における医師の診断支援や
　　ワークフローの効率化を実現し、より良い医療の実現を目指していきます。


